
保健体育科学習指導案 

日    時  令和 4年 1月 25 日(火) 5 限 

対 象 者  第 1学年 5組    40 名 

場   所  1 年 5 組教室       

指 導 者  蒲牟田  卓 

 

 

１ 単  元   現代社会と健康（新学習指導要領に於いては，安全な社会生活 ア安全な社会づくり） 

 

２ 項  目   19 交通事故の現状と要因，21安全な交通社会作り 

 

３ 単元目標 

(1) 事故の現状と発生要因，安全な社会の形成，交通安全について理解することができる。【知識及び技能】 

 (2) 安全な社会生活について，安全に関する原則や概念に着目して危険の予測やその回避の方法を考え，そ

れらを表現することができる。【思考力・判断力・表現力等】 

(3) 事故の現状と発生要因，安全な社会の形成，交通安全について，自他や社会の健康の保持増進や回復に

ついての学習に主体的に取り組もうとすることができるようにする。【主体的に学習に取り組む態度】 

 

３ 単元の評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①安全な社会づくりには，環境の

整備とそれに応じた取り組みが

必要であることを理解すること

ができる。 

 

 

 

②交通事故を防止するには，車両

と特性の理解，安全な運転や歩行

など適切な行動，自他の生命を尊

重する態度，交通環境の整備と関

わっていることを理解すること

ができる。 

 

③交通事故には補償をはじめと

した責任が生じることを理解す

ることができる。 

①安全な社会生活について，安全

に関する原則や概念に着目して

交通事故に関する危険の予測や

その回避の方法を考えていると

ともに，それらを表現することが

できる。 

 

②交通事故及び交通違反を減ら

していくために，改善策を考え，

それらを表現することができる。 

①安全な社会生活についての学

習に主体的に取り組むことがで

きる。 

 

 

 

 

 



４ 本時の実際 

(1) 指導区分 1/3 

(2) 本時の目標  

【知識及び技能】 

交通事故を防止するためには，自他の生命を尊重するとともに，自分自身の心身の状態や周りの環境，車 

両の特性などを把握すること，及び交通環境の整備が必要であることを理解することができる。 

【思考力，判断力，表現力等】 

 交通安全について，習得した知識を基に，事故につながる危険を予測し回避するために自他や社会の取り組

み，車両特性について考察し表現することができる。 

【主体的に取り組む態度】 

 事故の現状と発生要因，安全な社会の形成，交通安全について，自他や社会の健康の保持増進や回復につい

ての学習に主体的に取り組もうとすることができるようにする。 

 

(3) 学習過程 

課程 時間 学習内容と学習活動 指導上の留意点及び【評価内容】 形態 

導
入 

5 

 

１ 最近の気になるニュースについて，ペアと話す。 

 

２ 本時の学習内容について確認する。 

 

・良い共有ができるように，話す 

ポイントを提示する。 

・ワークシートを用いて学習をお 

こなっていくことを説明する。 

ペ
ア
・
全
体 

展
開 

 

 

 

 

(35) 

３ 交通事故の現状や特徴について，グラフ等をもとに説明を聞

く。 

４ 交通事故の３要因について理解をする。 

 

５ 危険予知トレーニング(KYT)を行い，事故を未然に防ぐために

はどのような視点で予測すれば良いかを考えることができる。 

 

６ 安全な交通社会づくりは，法のみならず，様々な観点から考え

られていることを理解する。 

 

７ 交通事故・違反の改善に向けて，グループトークで考察し，発

表する。 

 

 

 

 

 

 

・KYT の際は，他者の意見・視点

も重要となるので，ペアでの共有

をおこなう。 

 

 

 

【思考・判断・表現力等】 

具体的な課題をもとにアイデア

を考察しているか。（話し合い・

ワークシートの観察） 

個
人
・
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ 

ま
と
め 

 

 

 

 

(５) 

８ 交通事故の要因について，80 字以内にまとめ本時を振り返る。

る。 

 

 

９ ノートまとめ及び次時の確認を行う。 

【知識】交通事故の要因は，大き

く３つあり，またそれらが重な

り合って起こる。ことが記入さ

れている。 

一
斉 

 

・交通事故の現状と要因について理解する。 

・安全な交通社会づくりについて考察する。 


